
第３四半期報告書

本書は、ＥＤＩＮＥＴ（Electronic Disclosure for Investors' NETwork）システ
ムを利用して金融庁に提出した第３四半期報告書の記載事項を、紙媒体と
して作成したものであります。

三菱食品株式会社

(E02558)

7451/E02558/三菱食品/2018年



目 次

【表紙】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

第一部 【企業情報】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

第１ 【企業の概況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

１ 【主要な経営指標等の推移】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

２ 【事業の内容】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

第２ 【事業の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

１ 【事業等のリスク】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

２ 【経営上の重要な契約等】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

３ 【財政状態及び経営成績の分析】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

第３ 【提出会社の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

１ 【株式等の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

（１） 【株式の総数等】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

            ① 【株式の総数】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

            ② 【発行済株式】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

（２） 【新株予約権等の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 ・・・・・・・・・・ 6

（４） 【ライツプランの内容】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

（５） 【発行済株式総数、資本金等の推移】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

（６） 【大株主の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

（７） 【議決権の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

            ① 【発行済株式】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

            ② 【自己株式等】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

２ 【役員の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

第４ 【経理の状況】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

１ 【四半期連結財務諸表】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

（１） 【四半期連結貸借対照表】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

（２） 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 ・・・・・・・・・・・ 10

【四半期連結損益計算書】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

【第３四半期連結累計期間】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

【四半期連結包括利益計算書】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

【第３四半期連結累計期間】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

【注記事項】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

【セグメント情報】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

２ 【その他】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

7451/E02558/三菱食品/2018年



レビュー報告書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 巻末

7451/E02558/三菱食品/2018年



【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年２月14日

【四半期会計期間】 平成29年度第３四半期(自 平成29年10月１日 至 平成29年12月31日)

【会社名】 三菱食品株式会社

【英訳名】 Mitsubishi Shokuhin Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 森 山 透

【本店の所在の場所】 東京都大田区平和島六丁目１番１号

【電話番号】 03(3767)5111(代表)

【事務連絡者氏名】 経理グループマネージャー 山 川 幸 樹

【最寄りの連絡場所】 東京都大田区平和島六丁目１番１号

【電話番号】 03(3767)5111(代表)

【事務連絡者氏名】 経理グループマネージャー 山 川 幸 樹

【縦覧に供する場所】 三菱食品株式会社 関西支社

（大阪府豊中市少路一丁目10番１号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

7451/E02558/三菱食品/2018年
－1－



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
平成28年度

第３四半期連結
累計期間

平成29年度
第３四半期連結

累計期間
平成28年度

会計期間

自平成28年
４月１日

至平成28年
12月31日

自平成29年
４月１日

至平成29年
12月31日

自平成28年
４月１日

至平成29年
３月31日

売上高 （百万円） 1,849,149 1,919,733 2,411,474

経常利益 （百万円） 15,720 14,357 18,877

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 10,300 9,879 12,391

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 10,629 11,847 12,667

純資産額 （百万円） 155,688 166,872 157,726

総資産額 （百万円） 748,603 776,455 620,531

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 180.26 172.90 216.86

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 20.8 21.5 25.4

回次
平成28年度

第３四半期連結
会計期間

平成29年度
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成28年
10月１日

至平成28年
12月31日

自平成29年
10月１日

至平成29年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 71.05 75.62

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結などはありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日～12月31日）におきましては、自らの事業領域を拡大し、最適

な事業ポートフォリオを形成する総合食品商社としての取組みを強化して参りました。昨年４月には、「デリカ本

部」、「フードサービス本部」、「ライフネット本部」を新設し、成長が見込まれる業務用市場や宅配事業におけ

る対応強化と全国横断での取組推進体制を整備致しました。

また、メーカー様とマーケティング、戦略等を共有し、日本全国にブランドの価値と商品をお届けし、メーカ

ー様とともに発展していく「ディストリビューター事業」に取組んでおります。

加えて、物流の省人化・省力化を中心とした効率化への投資を進め、業績の向上を目指しております。

当第３四半期連結累計期間の売上高は1兆9,197億33百万円（前年同期比3.8％増加）、営業利益は物流費等の販

管費の増加等により131億78百万円（前年同期比11.2％減少）、経常利益は143億57百万円（前年同期比8.7％減

少）、親会社株主に帰属する四半期純利益は98億79百万円（前年同期比4.1％減少）となりました。

品種別、業態別売上高の詳細は、次のとおりであります。

（品種別売上高明細表）

品種

前第３四半期連結累計期間

（自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 平成29年４月１日

至 平成29年12月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

缶詰・調味料類 207,746 11.3 211,954 11.0

麺・乾物類 116,282 6.3 119,185 6.2

嗜好品・飲料類 209,273 11.3 213,099 11.1

菓子類 212,764 11.5 221,208 11.5

冷凍食品類 372,020 20.1 390,675 20.4

チルド食品類 319,498 17.3 329,658 17.2

ビール類 168,302 9.1 177,048 9.2

その他酒類 145,138 7.8 152,931 8.0

その他 98,122 5.3 103,969 5.4

合計 1,849,149 100.0 1,919,733 100.0
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（業態別売上高明細表）

業態

前第３四半期連結累計期間

（自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 平成29年４月１日

至 平成29年12月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

卸売 152,994 8.3 166,672 8.7

ＧＭＳ 154,327 8.3 155,499 8.1

ＳＭ 684,532 37.0 680,108 35.4

ＣＶＳ 578,196 31.3 618,504 32.2

ドラッグストア 77,558 4.2 83,437 4.4

ユーザー 46,038 2.5 48,328 2.5

その他直販 131,841 7.1 137,747 7.2

（直販計） 1,672,495 90.4 1,723,626 89.8

メーカー・他 23,660 1.3 29,434 1.5

合計 1,849,149 100.0 1,919,733 100.0

（注）１．ＧＭＳはゼネラル・マーチャンダイズ・ストアの略で、総合スーパーであります。

２．ＳＭはスーパーマーケットであります。

３．ＣＶＳはコンビニエンスストアであります。

４．ユーザーは外食・中食・給食等消費者へ直接飲食サービスを提供する事業者であります。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を変更しており、以下の前年

同期間との比較については、前年同期間の数値を変更後の利益又は損失の算定方法により組替えた数値で比較し

ております。報告セグメントの算定方法の変更の詳細につきましては「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表

注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等に関する事項」をご覧くださ

い。

① 加工食品事業

売上高は、コンビニエンスストア等との取引が伸長したことや、調味料類、飲料類等が堅調に推移したこと

等から、増加いたしました。利益面につきましては、売上高増加により売上総利益は増加したものの、物流費を

中心とした販管費の増加をカバーするに至らず、前年同期を下回る結果となりました。

以上の結果、売上高は5,871億74百万円（前年同期比2.6％増加）、営業利益は25億73百万円（前年同期比

30.0％減少）となりました。

② 低温食品事業

売上高は、コンビニエンスストア等を中心に取引が総じて堅調に推移したことや、市販用冷凍食品等が好調

であったこと等から、増加いたしました。利益面につきましては、売上高増加により売上総利益は増加したもの

の、物流費を中心とした販管費の増加をカバーするに至らず、前年同期を下回る結果となりました。

以上の結果、売上高は7,702億20百万円（前年同期比4.1％増加）、営業利益は82億98百万円（前年同期比

8.6％減少）となりました。

③ 酒類事業

売上高は、卸売、コンビニエンスストア等との取引が伸長したことにより増加いたしました。利益面につき

ましては、売上高増加による売上総利益の増加、酒税法改正に対応した価格見直し等により、前年同期を上回り

ました。

以上の結果、売上高は3,413億62百万円（前年同期比5.5％増加）、営業利益は7億70百万円（前年同期比

47.5％増加）となりました。

④ 菓子事業

売上高は、コンビニエンスストア、ドラッグストア等との取引が伸長したことや、健康志向を背景にチョコ

レート等が引き続き好調であったこと等により増加いたしました。利益面につきましては、売上高増加により売

上総利益は増加したものの、販管費の増加をカバーするに至らず、前年同期を下回る結果となりました。

以上の結果、売上高は2,195億15百万円（前年同期比3.5％増加）、営業利益は21億39百万円（前年同期比

2.6％減少）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 58,125,490 58,125,490
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 58,125,490 58,125,490 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 58,125,490 － 10,630 － 10,400

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

（平成29年12月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ─  ─

議決権制限株式（自己株式等） ─ ─  ─

議決権制限株式（その他） ─ ─  ─

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 987,600 ─ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 57,111,700 571,117 同上

単元未満株式 普通株式 26,190 ─
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 58,125,490 ─  ─

総株主の議決権 ─ 571,117  ─

 (注)１. 「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が、200株（議決権２個）

含まれております。

２. 「単元未満株式」には当社所有の自己株式40株が含まれております。

②【自己株式等】

（平成29年12月31日現在）

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合(％)

三菱食品株式会社
東京都大田区平和島

六丁目１番１号
987,600 － 987,600 1.70

計 ─ 987,600 － 987,600 1.70

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,575 1,888

受取手形及び売掛金 282,067 376,236

商品及び製品 55,656 88,324

原材料及び貯蔵品 87 524

短期貸付金 103,600 112,500

その他 56,237 66,261

貸倒引当金 △211 △213

流動資産合計 499,012 645,521

固定資産

有形固定資産 62,011 65,125

無形固定資産

のれん 2,838 2,612

その他 15,285 16,561

無形固定資産合計 18,124 19,173

投資その他の資産

投資有価証券 23,400 26,544

その他 18,023 20,113

貸倒引当金 △40 △23

投資その他の資産合計 41,383 46,634

固定資産合計 121,518 130,933

資産合計 620,531 776,455

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 383,718 531,306

引当金 2,325 146

その他 56,924 56,703

流動負債合計 442,968 588,156

固定負債

役員退職慰労引当金 29 －

退職給付に係る負債 10,897 11,253

その他 8,909 10,171

固定負債合計 19,836 21,425

負債合計 462,804 609,582

純資産の部

株主資本

資本金 10,630 10,630

資本剰余金 33,387 33,387

利益剰余金 110,149 117,328

自己株式 △2,557 △2,558

株主資本合計 151,610 158,788

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,472 8,378

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 △40 △68

退職給付に係る調整累計額 △379 △300

その他の包括利益累計額合計 6,052 8,009

非支配株主持分 64 74

純資産合計 157,726 166,872

負債純資産合計 620,531 776,455
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

売上高 1,849,149 1,919,733

売上原価 1,719,063 1,787,071

売上総利益 130,085 132,661

販売費及び一般管理費 115,251 119,483

営業利益 14,833 13,178

営業外収益

受取利息 44 41

受取配当金 440 466

不動産賃貸料 914 920

その他 712 1,045

営業外収益合計 2,110 2,473

営業外費用

支払利息 113 97

不動産賃貸費用 813 842

その他 297 354

営業外費用合計 1,224 1,294

経常利益 15,720 14,357

特別利益

投資有価証券売却益 962 401

固定資産売却益 11 328

その他 0 －

特別利益合計 973 729

特別損失

減損損失 201 257

賃貸借契約解約損 － 96

投資有価証券評価損 91 15

投資有価証券売却損 44 6

災害による損失 110 －

その他 991 29

特別損失合計 1,438 404

税金等調整前四半期純利益 15,255 14,683

法人税、住民税及び事業税 3,500 4,035

法人税等調整額 1,441 758

法人税等合計 4,942 4,793

四半期純利益 10,312 9,890

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 10

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,300 9,879
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

四半期純利益 10,312 9,890

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 269 1,905

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 △20 0

退職給付に係る調整額 74 78

持分法適用会社に対する持分相当額 △6 △27

その他の包括利益合計 316 1,957

四半期包括利益 10,629 11,847

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,616 11,836

非支配株主に係る四半期包括利益 12 10
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

次の関係会社等について、金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

RETAIL SUPPORT(THAILAND)CO.,LTD. 234百万円 248百万円

従業員 0 －

計 234 248

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 4,490百万円 5,052百万円

のれん償却額 226 300

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,657 29.00 平成28年３月31日平成28年６月28日 利益剰余金

平成28年11月４日

取締役会
普通株式 1,428 25.00 平成28年９月30日平成28年12月５日 利益剰余金

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,428 25.00 平成29年３月31日平成29年６月27日 利益剰余金

平成29年11月６日

取締役会
普通株式 1,428 25.00 平成29年９月30日平成29年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

加工食品

事業

低温食品

事業
酒類事業 菓子事業 計

売上高

外部顧客への売上高 572,101 740,055 323,549 212,016 1,847,722 1,427 － 1,849,149

セグメント間の内部売

上高又は振替高
343 115 6 31 496 6,720 △7,217 －

計 572,444 740,171 323,555 212,047 1,848,218 8,147 △7,217 1,849,149

セグメント利益 3,675 9,075 522 2,197 15,471 178 △816 14,833

（注） 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流関連事業等を含んでおり

ます。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 15,471

「その他」の区分の利益 178

のれんの償却額 △223

全社費用 △592

四半期連結損益計算書の営業利益 14,833
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

加工食品

事業

低温食品

事業
酒類事業 菓子事業 計

売上高

外部顧客への売上高 587,174 770,220 341,362 219,515 1,918,272 1,461 － 1,919,733

セグメント間の内部売

上高又は振替高
370 2 2 5 380 7,491 △7,872 －

計 587,545 770,222 341,365 219,520 1,918,653 8,953 △7,872 1,919,733

セグメント利益 2,573 8,298 770 2,139 13,782 121 △725 13,178

（注） 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流関連事業等を含んでおり

ます。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 13,782

「その他」の区分の利益 121

のれんの償却額 △223

全社費用 △501

四半期連結損益計算書の営業利益 13,178

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、組織のセグメント見直しに伴い、従来「酒類事業」に含まれていたホテ

ル・一般消費者向けの一部取引を「低温食品事業」に変更しております。

また、報告セグメントごとの業績をより適正に評価管理するため、主に当社の共通コストの配賦基準等を

見直し、事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益の算定方法により作成した

ものを記載しております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 180円26銭 172円90銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
10,300 9,879

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
10,300 9,879

普通株式の期中平均株式数（株） 57,138,253 57,137,877

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

平成29年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1) １株当たり中間配当金 25円00銭

(2) 中間配当の総額 14億28百万円
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成30年２月９日

三 菱 食 品 株 式 会 社

取 締 役 会 御中

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 峯 敬 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 坂 上 藤 継 印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三菱食品株式

会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２９年１０月

１日から平成２９年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年１２月３１日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三菱食品株式会社及び連結子会社の平成２９年１２月３１日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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